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来
年
夏
の
参
院
選
ま
で
あ
と
一
年
に
迫
る
中
、

道
内
与
野
党
の
候
補
者
選
考
が
遅
れ
て
い
る
。
改

選
期
を
迎
え
る
参
院
議
長
の
伊
達
忠
一
氏（
七
九
）

が
四
選
出
馬
に
意
欲
を
示
し
、
小
川
勝
也
氏
（
五

四
）
＝
無
所
属
＝
の
長
男
（
二
二
）
逮
捕
、
高
橋

は
る
み
知
事
（
六
四
）
の
参
院
選
転
出
説
な
ど
が

絡
み
合
い
、
混
沌
と
し
た
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

立
憲
民
主
党
道
連
は
六
月
中
旬
、
参
院
選
道
選

挙
区
（
改
選
数
三
）
に
道
議
会
副
議
長
の
勝
部
賢

志
氏
（
五
八
）
＝
江
別
市
＝
を
擁
立
す
る
方
針
を

決
め
た
。
勝
部
氏
は
北
教
組
出
身
の
「
エ
ー
ス
」

と
さ
れ
、
連
合
北
海
道
の
全
面
支
援
を
受
け
る
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
立
憲
民
主
党
道

連
を
中
心
と
し
た
旧
民
進
系
は
、
候
補
二
人
を
擁

立
す
る
方
針
で
、
も
う
一
人
が
見
い
だ
せ
な
い
。

　

現
職
の
小
川
氏
は
、長
男
が
保
釈
中
に
再
逮
捕
。

六
年
前
の
参
院
選
で
異
例
の
四
選
出
馬
を
果
た
し
、

か
つ
て
は
知
事
選
候
補
に
も
名
前
が
あ
が
っ
た
小

川
氏
だ
が
、労
組
関
係
者
の
間
に
は
「
も
う
無
理
」

と
の
見
方
が
強
ま
る
。

　

ま
た
、連
合
が
勝
部
氏
を
全
面
支
援
す
る
場
合
、

も
う
一
人
の
候
補
は
自
力
で
の
票
集
め
が
必
要
と

な
る
。
二
〇
一
六
年
の
参
院
選
で
は
、
連
合
は
徳

永
エ
リ
氏
（
五
六
）
を
全
面
支
援
。「
二
人
目
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
鉢
呂
吉
雄
氏
（
七
〇
）
は
高

い
知
名
度
と
経
験
を
フ
ル
に
生
か
し
、
何
と
か
二

人
そ
ろ
っ
て
の
当
選
を
果
た
し
た
経
緯
も
あ
る
。

今
回
の
参
院
選
で
は
「
二
人
目
」
の
候
補
と
し
て
、

石
川
知
裕
元
衆
院
議
員
（
四
五
）
ら
の
名
前
が
取

散 射 韻

　

参
院
選
だ
け
で
な
く
来
春
の
知
事
選
に
つ
い
て

も
、
自
民
党
は
高
橋
知
事
に
代
わ
る
候
補
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
旧
民
進
党
系
も
候
補
の
選

考
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

　

か
つ
て
は
「
ビ
ッ
グ
３
」
と
呼
ば
れ
た
町
村
信

孝
元
官
房
長
官
、
武
部
勤
元
幹
事
長
（
七
七
）、

中
川
昭
一
元
財
務
相
が
道
内
自
民
党
の
か
じ
取
り

を
し
て
い
た
が
、
町
村
氏
、
中
川
氏
は
死
去
し
、

武
部
氏
は
引
退
。
旧
民
進
系
も
精
神
的
支
柱
だ
っ

た
横
路
孝
弘
元
衆
院
議
長
（
七
七
）
が
政
界
を
退

い
た
。
こ
れ
ま
で
も
候
補
者
の
擁
立
作
業
が
難
航

し
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
〇
三
年
の
道
知
事
選
で
堀

達
也
前
知
事
（
八
二
）
が
三
選
出
馬
を
断
念
し
た

時
も
、
自
民
党
は
候
補
者
選
び
に
苦
し
ん
だ
が
、

町
村
氏
ら
が
前
道
経
産
局
長
の
高
橋
氏
を
擁
立
。

道
議
ら
か
ら
不
満
の
声
は
漏
れ
た
が
、
そ
の
声
を

押
し
切
っ
て
道
政
史
上
初
の
女
性
知
事
を
誕
生
さ

せ
た
。
横
路
氏
も
、
民
主
党
の
誕
生
や
政
権
交
代

な
ど
で
存
在
感
を
発
揮
し
、
衆
院
議
長
ま
で
務
め

た
。

　

そ
の
跡
を
引
き
継
い
だ
自
民
党
道
連
会
長
の
吉

川
貴
盛
氏
（
六
七
）、
立
憲
民
主
党
道
連
代
表
の

佐
々
木
隆
博
氏
（
六
九
）
は
、
参
院
選
、
知
事
選

の
候
補
選
考
作
業
の
中
で
、
目
立
っ
た
動
き
は
な

い
。
一
六
年
参
院
選
か
ら
道
選
挙
区
は
定
数
が
二

か
ら
三
に
増
え
、
与
野
党
と
も
二
人
の
当
選
を
目

指
す
選
挙
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
中
、
吉
川
、
佐
々

木
両
氏
が
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
か
、
注
目
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

魚＞

り
ざ
た
さ
れ
る
が
、
関
係
者
は
「
相
当
な
知
名
度

が
な
け
れ
ば
、
か
な
り
難
し
い
選
挙
に
な
る
」
と

み
る
。

　

一
方
の
自
民
党
サ
イ
ド
も
候
補
二
人
を
擁
立
す

る
方
針
で
、
高
橋
知
事
と
伊
達
氏
の
動
き
か
ら
目

が
話
せ
な
い
。

　

高
橋
知
事
は
四
選
不
出
馬
の
意
向
を
周
囲
に
伝

え
て
い
る
と
さ
れ
、
参
院
選
道
選
挙
区
へ
の
転
出

の
可
能
性
が
高
い
と
目
さ
れ
て
い
る
。
道
選
挙
区

に
立
候
補
す
れ
ば
、
女
性
を
中
心
と
し
た
高
い
人

気
を
背
景
に
「
知
事
が
保
守
系
支
持
層
の
票
を
集

め
て
し
ま
い
、
二
人
目
の
票
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」（
関
係
者
）
懸
念
が
あ
る
。

　

参
院
選
道
選
挙
区
に
は
、
一
六
年
参
院
選
に
自

民
党
公
認
で
立
候
補
し
て
僅
差
で
敗
れ
た
前
道
議

の
柿
木
克
弘
氏
（
五
〇
）
や
、岩
本
剛
人
道
議
（
五

三
）
＝
札
幌
市
清
田
区
＝
が
出
馬
に
意
欲
を
示
し
、

党
札
幌
市
支
部
連
合
会
が
中
川
賢
一
札
幌
市
議
（
五

一
）
＝
中
央
区
＝
の
推
薦
を
決
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
伊
達
氏
は
自
身
の
後
援
会
の
要
望
を
受
け

る
形
を
つ
く
り
、「
森
喜
朗
元
首
相
や
安
倍
晋
三

首
相
に
も
相
談
し
た
い
」
と
最
高
権
力
者
の
名
前

ま
で
出
し
て
「
や
る
気
」
を
示
し
た
。

　

参
院
ポ
ス
ト
を
求
め
る
道
議
ら
を
中
心
に
世
代

交
代
を
求
め
る
声
は
多
く
、
伊
達
氏
に
対
し
て
自

民
党
関
係
者
も
「
あ
り
得
な
い
」
と
閉
口
気
味
だ

が
、
相
手
は
参
院
議
長
で
、
安
倍
首
相
や
森
元
首

相
と
関
係
が
近
い
重
鎮
。「
誰
が
首
に
鈴
を
付
け

る
の
か
」
と
に
ら
み
合
い
が
続
い
て
い
る
。

「重鎮」が去った後で


